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○地質不良が続いている渡島トンネルの台場山工区において、隣接する天狗工区との工区境変更※（変更延長：450m）を行います。
※トンネル全体での進ちょくを勘案し、工事が進んでいる工区と遅れている工区の境を変更することで、全体としての工程短縮を図る。

〇天狗工区の準備が整い次第、台場山工区側への迎え掘りを開始し、さらなる工程短縮を図る予定です。
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渡島トンネル（台場山）工区の工程短縮策（天狗工区との工区境変更）

天狗工区の迎え掘り準備状況 （本坑・斜坑の交点付近のベルトコンベア撤去状況）



岩塊撤去の進捗状況（羊蹄トンネル）
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岩塊撤去済・
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フィッシュテール取付状況

○令和4年度に実施した弾性波探査の結果、9箇所で掘進に影響する可能性のある岩塊の存在を確認。（図中の区間A①～H④）
○区間A①では、掘進停止の原因となった岩塊を撤去し、シールドマシンが令和７年7月1日に中間立坑に到達。その後、ビット交換作業を行ってい

たが、令和8年4月に交換作業完了。現在、掘進開始に向けた準備中。
○令和４～５年度の地上からのボーリング調査の結果、区間A②、A⑤、H④において、シールドマシンによる掘進が停止するおそれがある岩塊の存

在を確認。このうち、区間A②の岩塊は、令和6年5月より地上から撤去していたが、令和8年4月に撤去作業完了。（撤去総本数259本）
○残りの区間では、地上からのボーリング調査の結果では、シールドマシンによる掘進が不可能となる岩塊は未確認。

現時点で掘進が不可能となる岩塊は確認されていないが、岩塊が存在する可能性がある区間
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ビット交換作業完了

区間H③


